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1 はじめに
明治大学は 1999年4月、大学の教育・研究成果を継続的・体系的に社会
に開放し、市民の学習支援や職業能力の再開発の向上を図ることを目的と
してリパティアカデミーを設置した。
これより 10年前の 1989年、学長の下に、後に図書館長となる後藤総一
郎先生を委員長に公開大学準備委員会(1990年から公開大学運営員会)を
設置し、長野県諏訪市で「日本文化の古層一諏訪の風土と歴史J、新潟県十
日町市で「地域振興の基本理念」、千葉県成田市で「明治大学・成田社会人
大学」などの学外集中講座を開催していたが、リパティアカデミーを基盤に、
これからの大学の使命として地域連携や社会貢献を果たしていく方向性を
強く打ち出したものである。
戦前戦後、本学で教鞭をとった作家の舟橋聖ーは、常々学生たちに、「諸
君が、諸君の殆ど身辺に、豊富な書架を持っていられる事一ーすなわち神
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田の書庖街と査校の道すがらに、常に接触する事が出来るのは、これは、
諸君にとって非常に大きい特権だ」 1と語りかけていたとし寸。
こうした立地に根差して 130年の歴史を刻んできた本学であり、「特権」
を活かした公開講座を本の街と連携して作れないかと考えたのが、「古書の
|立界」と「本の街 ・神保町で考える」である。
2 古書の世界
2012年2月8日、80年近く本の街を見
続け、「神保町の生き字51J rミスター神
保IJJ と呼ばれた日本古書通信社元社長
の八木福次郎さんが96歳で、亡くなり、同
年4月 17日、明大紫紺館で偲ぶ会が執り
行われた。
八木さんは 1933年、 18歳で兵庫県明
石から上京 して神田駿河台の古今書院に
入社。まもなく兄敏夫が経営していた古
書業界 ・愛書家のための月刊雑誌「日本
古普通信」2を発行する日本古書通信社に
移って編集に携わり、 1963年に社長となっ
た。人生のモットーであった生涯現役を貫き、 90を過ぎてからはさすがに
足腰も弱ったが、美しい白髪をなびかせて楓爽と本の街を歩く姿は、まさ
にミスターの称号にふさわしいものがあった。
2009年には著書『古本濫蓄.J(平凡社， 2007)で第5回ゲスナー賞3r本の
l舟橋塑ー 「沓物の街『神間JJ (r書物春秋J 16、書物春秋会、 1932.2)。書物春秋会は神保
l町とその周辺にあった原艇書町、十字屋、浅倉屋、明治堂、松村書応、東係書底、稲垣書底、
光IYl堂、東陽堂、大雲堂などのI封書1苫を同人とする書物誌で、事務所は小川町の東京図書倶
楽部内に箇由通れていた。
'1934年 l月、八木敏夫によって神田三崎町で創刊。当初は月 2回刊行。八木福次郎さん
が亡くなった 2012年の 1月に 1000号に逮した。
lJij!松2主主主的が書誌学の父コンラ ドー・ ゲスナーに悶んで創設したft・で、3年に l度開催。
讃総学に|刻した骨量れた著作に1mられる。rI司録 ・作成」と「本の本」の2部門からなる。応募
作1dlは明大中央区l書館「ゲスナー賞・文庫」に寄贈され、公開されている。
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本」部門を受賞し、その祝賀会にも紫紺館を使われた。葬儀は密葬で済ませ、
自分の誕生日に紫紺館で偲ぶ会をしてもらいたいというのが遺志だったそ
うである。
ご自身は本学の卒業生ではないが、兄敏夫は「日本古書通信」を創刊し
た後、編集の知識・技術を身に着けようと本学新聞高等研究科4に学んだ。
そこで講師であった尾佐竹猛5や木村毅など明治文化研究会6のメンバーと出
会ったことが敏夫のみならず、敏夫を通じて八木さんにも大きな影響を与
えた。また、事務所を小川町郵便局に隣接する東京古書会館内(現在は向
いの八木書庖内)に構えていたことなどもあってか、本学には特別の親し
みを感じてくれていたようである。
八木さんには予て図書館の研究会7をきっかけに懇意にしていただいてい
た。そこで、本の街に関わることであればまずは八木さんにと相談に伺った。
八木さんは殊のほか喜ばれ、旬日を置かず全体構成、各回内容と講師案を
作られ、開講が決まった後は、講師への出講交渉からパンフレットの執筆
まで、熱心に取り組んでくださった。
こうして 2000年春、八木さんを主宰講師に「古書の世界」が開講した。
神保町に庖舗を構える古書店主を講師に招き、夫々の!苫の逸品を持ち込ん
で古書鑑識の濫蓄、奥深さを存分に語ってもらおうという趣向であった。
幸い大変に好評で、神保町全域の古書居、新刊書府、東京古書会館、千代
田区立図書館などの協力を得て7年間継続した。第3固からは八木さんの
意向で、コーデ、イネータを東京都古書籍商業協同組合神田支部長に依頼す
るようになったが、八木さんには常に相談役として加わっていただいた。
各国のプログラムを一覧する。肩書きは当時のものである。
41932年5月に新しい時代のジャーナリスト養成を目的に開設、 1952年をもって募集停止。
夜間授業・修業年限1年。
5明治法律学校卒。大審院判事、本学法・文学部教授。『賭博と掬摸の研究.!(総菜社書応、1925)、『維
新前後における立憲思想.!(文化生活研究会、 1925)、明治大学史資料センタ-~修 r尾佐竹猛著
作集』全24巻(ゆまに書房、筑間心6)、隠編 r尾佐竹猛研究.!(日本経済評論社、 2αm
61924 (大正 13)年設立。初代会長吉野作造、第2代尾佐竹猛、第3代木村毅。明治期の
文化史関係基本文献を集成した『明治文化全集』全24巻(1927-30)、F岡 新版』全32巻(日
本評論社、 1942-49)を刊行。
7私立大学図書館協会東地区部会研究部「書誌作成分科会J。早稲田大学図書館の深井人詩
さんが長く指導し、毎回のように書誌・書物に関わる第一人者を講師に招いた。
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第 1回 (2000年 5-7月) 古書の愉しみ 主宰講師:八木福次郎
(I)神保町は世界一の古本屋街 八木福次郎(日本古書通信社社長)
(2)初版本・署名本・美装般の本 川島幸希(秀明学園理事長)
(3)サプカルチュアーとその周辺の話東原武文(扶桑書房社長)
(4)平安から平成までー古典籍や近代作家の肉筆ものなど 斎藤孝夫(玉英堂
書庖社長)
(5) 日本の欧文古書1古ーその歴史と発展ー 阿部宣昭(崇文荘書庖社長)
第2回 (2001年 10-11月) 古書を見る限 コーデイネータ:八木福次郎
(I)江戸の版本一古本屋から見た江戸時代綴綴公夫(大屋書房応主)
(2)自筆物から見る近代作家 八木朗(八木害届取締役専務、古書部主任)
(3)昭和の子供が読んだ本 中野智之(中野書厨取締役専務)
(4)絵葉書に見る近代世相史永森議(秦川堂書居届主)
(5)寄席・講談本 田辺ー鶴(イッカク堂府主、講談師)
第3回 (2002年 10・11月) コーディネータ:八木朗
(l)古本屋の見た宮沢賢治一初版本から楽しむ国民詩人の世界一 奥平晃一(田
村書庖日本書部)
(2)古書にみる博物学一植物画を中心に 鳥海洋(鳥海書房取締役)
(3)浮世絵の見方ー浮世絵の鑑賞蒐集の基礎知識一 原秀昇(原書房代表取締役)
(4)美術本事始め一出版文化史から見た明治・大正の美術一 蝦名則(えびな書
応応主)
(5)書跡鑑定の方法増田孝(愛知文教大学国際文化部教授)
第4回 (2003年 10-11月) 描かれた神田・江戸・東京 コーディネータ:八木朗
(l)江戸・東京名所図会の楽しみ 木内武郷(レオマカラズヤ社長)
(2)江戸の古地図のはなし 瀬綴公夫(大屋書房庖主)
(3)広重「名所江戸百景」の今昔対照 原秀昇(原書房代表取締役)
(4)外国人の見た幕末明治初期の江戸風俗八木正自(安土堂書庖代表)
(5) r神田踏学」文学地図を鮎り混ぜて遊ぶ 中酋隆紀(神田学会)
第5回 (2004年 10-11月) コーディネータ:綴綴公夫
(I)小泉八雲と長谷川武次郎ーちりめん本一 清川和夫(小川図書代表取締役)
(2)松本清張との出会い 滝沢政男(一誠堂書庖)
(3)古書衝のうつりかわり 逢坂剛(作家)
(4)太宰治の初版本をめぐって 佐古田亮介(けやき書房代表)
(5)筆跡からみた樋口一葉とその逸話八木朗(八木書底古書部底長、専務取締
役)
第6回 (2005年 10-11月) 講師:岡崎武志(フリーライター)
(1)私はこうして古本病にかかった(体験的古本学入門)
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(2)古本屋巡りの愉しみ ゲスト:野村宏平(フリーライター)
(3)古本屋になるには、古本の賢い売り方・買い方 ゲスト:田村治芳 (1妨害月刊」
編集長、古書庖経営)
(4)古本屋は女性に向いた職業 ゲスト:佐藤真砂(古書日月堂庖主)
(5)こんな古本を買ってみた 皆さんの購入した古本公開
第7回(2006年 10四1月) 古本は楽しい 講師:岡崎武志(フリーライター、書評家)
(1)ふたたび古本入門
(2)早稲田古書庖街の話 ゲスト:向井透史(古書現世二代目)
(3)女性の目が発見した古本とは ゲスト:市川慎子(海月書林脂主)
(4)古本ライバル対決 ゲスト:山本義行
(5)受講者による発表
第1回の八木さんの講義は幕末から今日に至る神保町の変遷と古書庖街
成立の歴史を豊富な史料を示して述べたもので、その後、訂正加筆し、『神
保町今むかし(こつう豆本 140)dJ (日本古書通信社、2002)として上梓された。
第2回の田辺一鶴さんは講談師として知られるが、無類の本好きで、自
ら古書店も経営していた。「古賀政男物語」などの創作講談があり、この後、
リパティアカデミーの特別講座で何度か公演している。
第4回の木内武郷さんは、靖国通りに面した 1906(明治39)年創業のカ
バン屈の三代目である。家業の傍ら、地元の古地図、古文献を収集し、講
座には家蔵の手彩色が施された珍しい『江戸名所図会』を持参された。こ
の縁で、父親の代から撮り続けてきた写真コレクションの中から、戦前の
駿河台周辺の風景や靖国通りから明大校舎を見た貴重な写真を大学史資料
センターに寄贈していただいた。
第2、4-5回の瀬瀬公夫さん、第2回の中野智之さん、第3回の蝦名則さんは、
いずれも本学の卒業生である。
第2-4困の八木朗さんは八木福次郎さんの甥である。 1996年5月、八木
書屈の「美術目録近代名家自筆物特集」に西傑八十の明大校歌自筆原稿8
が登載され、後藤総一部館長の尽力により中央図書館が購入したことから、
校歌を巡るドラマが生まれたことは忘れられない。
8飯津文夫「明大校歌歌詞の成立ー西線八十の自筆原稿を追ってーJ(r図書の譜一明治大学
図書館紀要J1、1997.3)
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3 本の街・神保町で考える
本学の開校は 1881(明治 14)年 l月l7日であるが発祥の地は有楽町で、
駿河台に移ったのは駿河台南甲賀町 (YWCAの向かい側、日大病院建設中
の辺り)に新校舎を建築した 1886年、そこから、通りを挟んだ現在地(小
松宮邸跡)に洛ち着いたのは 1911年である。したがって、本の街との付き
合いは 1886年から となる。
本の街は、 2006年に出版・古書業界と地元商庖街、神保町を愛する人々
によって「本の街 ・神保町を元気にする会j (以下、「元気にする会j)9が結
成されて以降、「本の街神保町」と意識的に「神保mJjが使われるようになっ
たが、実態としては、神田神保町を中心に、概ね四神田、三崎町、猿楽町、
神田駿河台、神田小川町、神田錦町、一ツ橋の一帯、東西に貫く靖国通り
にして 1キロ余りの範囲である。
この狭い地域に、古書庖 156庖(神田
古書居連盟加盟)'~新刊書庖 30 庖余をは
じめ、出版社、編集工房・出版プロダク
シヨン、さ らに、再開発など、で、減つては
いるものの印刷所、洋紙庖、製本屋、取
次屈な ど出版関連の事業所700余が蝿集
し、世界にも例を見ない、「東京千代田
区の地場産業」として「本の一大コンビ
ナート J11を形成している。さらに私見を
加えさせていただければ、個性ある喫茶
屈の存在も欠かせない。
本の街の成り立ちについては、前述の
『神保町今むかし』と雑誌「神保町が好
ゆ会長 亀井忠雄三省堂書自社長、事務局長 柴田信岩波ブックセンタ一信山社会長。本学
からも、理事に藤江島嗣副学長 (社会ml悦担当)、事務局に山崎由美子社会連携事務長が加わっ
ている。
IOfJ[MBOCHO神保町公式ガイドJ4 (神田古書j古連盟、 2013.10)
"柴田信「本の街・ 神田神保町の再生J (r図書の譜 明治大学図書館紀要J 1、2007.3)
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きだ!J第7号 (2013.10)'2の特集「日本近代出版と神保町」に詳しい。
江戸城の北に位置するこの地域は、旗本の屋敷地であった。明治維新後、
広大な屋敷跡地を東京外国語学校(一ツ橋、1873年)、東大(錦町¥1877年)、
学習院(錦町、 1877年)、法政(駿河台、 1880年)、専修(猿楽町、 1882年)、
一橋(一ツ橋、 1885年)、中央(錦町、 1885年)などの大学がこぞって活
用した。
大学のあるところに書庖ありで、明治 10年頃から新・古本販売匝や教科
書出版社が現れ始める。記録がはっきりしていて現在も続くのは、法律書
出版で知られる有斐閣で、 1877(明治 10)年に現在地の神田神保町で有史
閣という古書届からスタートした。
本学創立の 1881年には、三省堂
る。創業者の亀井忠一は旗本亀井興十郎の婿養子でで、、当時の屋敷は現在明
大リパティタワーが立つ、明大通りと山の上ホテルに登る坂の角地にあっ
た。近年本学駿河台校舎内に売屈が置かれたことには、因縁めいたものを
感じないわけにはいかない。
本学が駿河台に移転してきた 1886年には、小川町にあった東洋館(1883
年創業)を閉鎖清算してすずらん通りに冨山房が開業。洋古書の販売とと
もに天野為之『経済原論』など次々と専門書を出版し、同書は3万部を売
りつくしたという。 1890年には現在地に後に大手取次となる東京堂(現東
京堂書倍、東京堂出版)、 1896年には本学研究所叢書の出版で馴染の同文
館(神田三河町、後に小川町。現同文館出版)などと続き、やがて 1913(大
正2)年に、岩波書自の創業となる。岩波書届も古書届からスタートしている。
前述のように、本学の本の街との付き合いは他大学に比べて遅れて始まっ
た。しかし今この衝に本拠を置くのは本学だけである。その意味でも、本
の街と最も深い関係を結んできた大学といえるのではなかろうか。
さて、「古書の世界」が終わって4年程が経った頃、本学司書課程の阪田
容子先生から、元気にする会と大学との共催講座が持てないかとの提案をい
ただいた。阪田先生は元気にする会の柴田さんにもその意向を伝えていた。
12本の街・神保町を元気にする会刊、編集人・上野明雄。
日後に出版・印刷部門を分離独立して社号を三省堂、販売部門を三省堂害賠とする。書肢
の神保町庖舗は神田本庖と称していたが、 2007年に神保町本底に改称した。
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それよりも前、図書館では元気にする会からの要請で、古書検索 rBook
Town ・じんぼう」と新刊書検索「回遊神保町」を OPACとリンクする話を
進めていた。古書検索は今でこそ「日本の古本屋」が全国ネットとなったが、
本の街の古書屈をカバーした rBookTown ・じんぼう」はこの先駆けとな
るものである。一方「回遊神保町J は、新刊書店の三省堂書店神保町本庖
と岩波ブックセンタ一信山社が在庫情報を共有するという画期的なもので
あった。現在はさらに、三省堂書店明大駿河台売庖、同和泉売店、贋文館書底、
ブPックハウス神保町屈が加わっている。
これにより明大図書館の蔵書検索を行う一連の動作で、本の街の古書と
新刊書の在庫状況が瞬時に確認できるようになった。現在中央図書館の地
域開放は千代田区民に限られているが、いずれ、この街に本を求めに来て
目当ての本が見つからなかった人たちが、書庖に置かれた端末で本学の蔵
書を検索し利用するといった双方向性が実現することを願っている。
このように、元気にする会と大学とは既にパイプができていたこともあ
り、共催講座「本の街・神保町で考える」はきしたる障害もなく実現した。
「古書の世界」はいわば本の街のリソースを本好きの人たちに味わっても
らうというものであったが、今回は、本の街づくりに積極的に寄与するも
のになるよう、元気にする会事務局会議と同理事会で熱心な議論が重ねら
れ、次の趣旨を掲げた。
1)電子出版などによって出版文化が大きく変わろうとしている今日、本の
街神保町において改めて読書の意味や本の可能性について考える。
2) この街の歴史や文化を知ることで、神保町づくりを支援する人々の輸を
つくる機会とする。
第 1回 (2011年 10-12月) 本の一生 コーディネータ:飯津文夫
(1)人はなぜ本を読むのか一読者の存在、読者としての学生一 土屋恵一郎(本
学法学部教授)
(2)本の企画はどうたてられるのか発想、法一鷲尾賢也(評論家)
(3)本はどのようにしてつくられるのか一装訂・印刷・製本一 広岡克己(小学
館専務取締役)
(4)本はどのように流れ、売られていくのか一取次ぎから書属、庖頭、購読者ま
で一 関根正之(元講談社取締役)
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(5)本はどのように第二の人生を過ごすのか一古書という森、本の街神保町の成
り立ち一 八木社ー(八木書庖社長)
(6)本の未来はどうなっていくのかについて一状況と展望を巡ってパネルデイ
スカッション一 山口昭男(岩波書庖社長)、星野渉(文化通信社編集長)、
柴田信(岩波ブックセンタ一信山社社長)、鷲尾賢也
第2回 (2012年 10-12月) 本と映画と神保町 コーディネータ:飯津文夫
(I)映画に描かれた神保町一侯孝賢「瑚珠時光」と神保町一中国・台湾・香港映
闘のなかの日本から 林ひふみ(本学理工学部准教授)
(2)キネマの文学誌 1一激石、龍之介、啄木、潤一郎、康成、横光など、明治
大正の文豪たちが残した銀幕の魅惑一 驚藤健爾(深夜叢書社社主、俳人・
評論家)
(3)キネマの文学誌2一太宰、三島、埴谷、野問、安岡、島尾など現代作家が
みた戦後映画のあれこれ一 驚藤慎爾
(4)映画の街・神保町一ここにこんな映画館があった! 神保町と映画館の 100
年史一 野上暁(日本ペンクラブ常務理事、評論家)
(5)フィールドワーク銀幕の神保町探訪一映画館発祥の地・錦輝館跡地を始め
今は無き劇場の跡、映画本専門古書庖「矢口書庖」、岩波ホール、神保町シ
アターへ 矢口哲也(矢口書庖庖主)、柴田信(岩波ブックセンタ一信山
社社長)
第3回 (2013年 10-12月) 神保町と近代出版100年 コーディネータ:飯漂文夫
(1) <よむ>いとなみと神保町の魅力 伊藤氏貴(本学文学部准教授、文芸評論
家)
(2)神保町に見る近代日本の出版史野上暁(日本ペンクラブ常務理事、評論家)
(3)大学の街にできた出版社 江草忠敬(有斐閣会長)、柴田信(岩波ブックセ
ンター信山社社長)
(4)古書庖から出版社へ 岡本厚(岩波書庖社長)
(5)出版と害届 亀井忠雄(三省堂書応社長)、北口克彦(三省堂社長)、野上暁
(6)フィールドワーク出版の現場から 集英社一 野上暁、柴田信
コーディネータは私の名前にしているが、第 1回は鷲尾賢也さん、第2-3
回は野上暁さんが立案し、柴田信さんのご意見をいただいてまとめたもの
である。柴田さんは失礼の誹りを恐れずに申し上げれば、八木さん亡き後
の神保町の生き字引であり、元気にする会の牽引者である。
毎回本学教員に読書と本についての講義をしてもらっている。「図書の譜」
本号には、第 1回の土屋先生、第3聞の伊藤先生の講義録を収録した。第
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2 @]の林先生には、この年に明大出版会から刊行された『中国・ 台湾 ・香港
映画のなかの日本.!(明治大学 リパティブックス)に関連して話していただ
いた。併せてお読みいただきたい。
第 2回のフィールド
ワークは、かつて本の街
にあった映画館跡を訪ね
歩くものであったが、街
の様子を具に観て発見も
多く、さながらディスカ
バ一本の街の感があっ
た。
現在、元気にする会と
第 41~1 の打ち 合わせに
入っている。 矢口書1苫にて映画資料の説明を聞く
4 明大中央図書館ギャラリー企画展示「神保町と近代出版
100年」
「本の街 ・神保町で考える」の第 3回「神保町と近代出版 100年」に連動
して、 元気にする会と図書館の共催で 2013年 10月に展示会が開催された。
展示は野上暁さん と中央図書館ギャラリー企画IWGで企画・運営され、
岩波書屈、 三省堂、集英社、小学館、中央経済社、東京堂、日本文芸社、
二見書房、平凡社、八木書庖、有斐閣、理論社から出展していただいた。
その挨拶文から引用する。
明治大学は、 1881年に有楽町で孜々の声を上げ、 1886年に駿河台に移りました。
1881年は奇しくも三省堂書戚創業の年です。駿河台での明治大学の歴史は、まさ
に本の街と共にあったといっても過言ではないでしょう。
明治大学リバテイアカデミーでは、2011年より本の街・神保町を元気にする会(会
長:三.省堂書!;!'i代表取締役社長F白井忠雌氏)と共催で公開講座「本の街 ・神保町で
考える」を開講して参りましたが、本年度は岩波書庄が 100周年を迎えることもあ
?
?
り、 1877年創業の有斐閣をはじめ神保町とその周辺の出版社や書庖などが日本の
近代出版に果たしてきた役割lや歴史を振り返るべく「神保町と近代出版 100年」を
テー マといたしました。
本展示は、本の街・神保町を元気にする会と明治大学中央図書館の共同企画によ
り、同講座に併せて開催するものです。関係出版社・書践の来歴や特色をパネルで
紹介するとともに、各社の貴重な初版本や雑誌創刊号などのメモリアル的出版物を
多数展示しました。本の街・神保町が形成する「近代出版史」の一端をご覧いただ
ければ幸いです。
展示会の開催は、一連の本の街との連携事業においてエポックであった
と感じている。ご協力いただいた各社及び明大図書館、伊能秀明中央図書
館事務長、鈴木秀子さんをはじめ中央図書館ギャラリー企画WGの皆さん
に感謝申し上げる次第である。
5 おわりに
本の街と大学の連携について、私が直接に関わったリパティアカデミ一
公開講座を中心に報告してきた。勿論これ以外にも大学としての取り組み
は数多くある。
昨年で23回を数えた本の街の秋の恒例行事「神保町ブックフェスティパ
lレ」では、明大応援団吹奏楽部の演奏で、町内パレードが行われ、時に学長
が先頭に立って行進している。
2013年 3月に明大出版会が学生の読書の勧めに制作したO"MEIDAI
BOOK NAVI 2013Jlは、元気にする会を通じての宣伝と、三省堂書屈の全
国各支店への配付、及び、同書で紹介した図書を一堂に展示販売する特設
コーナーを同庖神保町本屈に設置(同年5-6月)していただいた。
2013年 11月22-23日には、リパティアカデミーのオープン講座として、
岩波書底と共催の「知の現在と未来」がアカデミーホールで開催された。
これは岩波書店がこの年、全国各地で開催してきた 100周年記念講演会の
捧尾を飾るものであった。当初、元気にする会と三者の共催で「本の街・
神保町で考える」の中に繰り込むことも検討されたが、規模の大きさなど
もあり独立して行うことになったものである。
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大学における地域連携は社会貢献の意味合いを強く持つものであるとし
ても、大学側が一方的に展開するのではなく、共助、共存の関係を保つこ
とが大切で、あると思う。本の街と明大双方が時宜に応じ、また将来を見据
えて様々な形の連携活動を提起し合い、継続していってほしいと願ってい
る。
公開講座の開催に当たっては、多くの方の協力をいただいている。文中に記したほ
かに、本の衝では森雅夫(三省堂書盾願問)、佐藤善孝(昭和図書顧問)、原本茂(小
学館ゼネラルマネージャー)、北畠元一(集英社社長室部長代理)、小松代和夫(岩波
書j苫取締役)、樽見博(日本古書通信社)、明大では高山幸子(元事業課)、浮塚利夫(学
術・社会連携部長)、菊池亮一(図書館総務事務長)ほかの皆さん。元気にする会で
柴田事務局長の右腕として奔走される三好由珠(三省堂書庖)さんなくして講座の運
営は成り立たないことは特筆しておきたい。御名前を記せなかった方々には失礼をご
寛恕願うとともに、今後一層のお力添えをお願いする次第である。
元気にする会理事で、「本の街・神保町で考える」第 1回講師の鷲尾賢也さんが、
2014年2月10日に 69歳で急逝されました。心から御冥福をお祈りします。
12 
